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　　　　 の調製法と機能に関する基礎的研究

　新しいマトリックスの調製法と接触分解での機能に着目し，ミクロ孔とメ
ソ孔からなるさまざまな階層構造触媒を調製した。マトリックスのメソ孔導
入が活性を向上させ，ゼオライトの機能に大きく影響することを示した。
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　　　　　　 プラント省エネ化支援技術の開発

　石油精製・石油化学プラントに対して，プロセス系・用役系を全体最適化
して最良の省エネ改造策を導き出す手法HEROを開発し，商業プラントで
の検討にて，経済性が良好な改造策が見いだせることを実証した。

【奨励賞】二酸化炭素を用いたカーボネートおよび

………………………………………産業技術総合研究所　竹内勝彦……568
　　　　 カルバメート誘導体合成技術の開発

　二酸化炭素を原料として用いて，ポリウレタンの原料などとして有用なカ
ーボネートおよびカルバメート誘導体を，環境調和的かつ効率的に合成する
技術について紹介した。
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………………………………………ENEOS　内木武虎・安武優希……573
　　　　 バーンに適した燃料組成に関する研究

　ガソリンエンジンの熱効率向上技術として注目されている「スーパーリー
ンバーン」に適した燃料組成の検討について，試薬での基礎検討から市場導
入に向けた検討まで一連の流れを解説した。

【奨励賞】可溶性炭素材料の創出と液相炭素
……………… 日本触媒　郷田　隼……578

　フロログルシノールを炭素化することで，可溶性炭素材料を創出した。この
可溶性炭素材料を液相炭素コーティングに応用することで，無機粒子に潤滑性，
導電性，分散性，充填性，流動性などを付与できた。

　　　　 コーティングへの応用
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……………………………………………………………… 元・帝京平成大学　須藤　繁……593
成果と展望─ 2008 年洞爺湖サミットとの比較を中心に─

　エネルギー価格高騰時のG7サミットの日本開催は2008年と 2023年だが，
両サミットの対応の相違は近年の世界の分断を反映している。広島サミット
の意義は，化石燃料投資に関し現実的な対応が認められたことである。

分離膜を用いたオレフィン/パラフィン分離プロセス
…………………………………………………………… 産業技術総合研究所　山木雄大……600

　分離膜の特長を生かしたプロセス設計について，オレフィンとパラフィン
の分離を対象に，多段膜分離プロセスとハイブリッド分離プロセスについて
紹介した。

ものづくりを支える材料試験技術（第 6回）
粘着・接着の基礎 ……………………………………… 共同技研化学　金子優一……606

　接着や粘着という接合技術は大昔から存在し，現代まで進化し続けてきた。
その歴史と技術の基礎について解説した。産業の発展とともに開発された歴
史から考えると，さらなる進化にも期待できるであろう。


